
I 研究の歩み

1 これまでの研究

( 1 )研究テーマの設定理由

今日，都市化や情報化などの経済社会の急激な変化により私たちの生活は便利にな

ってきた。多くの情報や電子機器，食べ物などのあふれるものに固まれ，物質的に豊

かな生活を送っていると言えよう。その一方で急激な経済社会の変化の影には，自然

環境の減少や少子化，人間関係の希薄化などが社会問題として挙げられている。この

ような時代の中で，現代の子どもたちは，人やもの，自然との「直接的なかかわり」

が非常に少ない環境に置かれていると言える。

幼児期は，自分で見る，聞く，触る，嘆く¥味わうなどの感覚といった直接的な経

験により，心を揺り動かされ，感動する ような体験と出合い，そして，経験と言葉が

結び付き，自分の気持ちを言葉で表現できるようになる時期である。この直接的なか

かわりが不足してしまうと，子どもたちは，自分の気持ちをうまく表現する術を獲得

できず，自分らしさを発揮することができない。自分らしさは，他とのかかわりの中

で発揮されるものであることから，自分らしさを発揮するためには，直接的なかかわ

りが不可欠であると言える。

このような幼児期の特性を考慮して，子どもの自発的，主体的な活動である「遊びj

の機会を十分に確保し，r環境を通して行う教育jのもと ，自分ら しさを発揮できるよ
うに，子どもたちが興味や関心をも って人やもの，自然とよりよいかかわり方ができ

るように，どのような対象と，どのようにかかわらせていくのかを考えることが重要

である。子どもたちが家庭での生活だけでは味わえない様々な経験をもつことができ

るように，そして，子どもたちが対象とのかかわりを通して，初めて知った喜びやこ

れまでとは違う自分に気付き，子どもたちが自分らしさを発揮し，よりよく成長して

いけるように保育を構想していくことが私たちに求められていると考える。

本園は鹿児島市の中心部ということから周辺地域の都市化が進んでいるが，圏内に

豊かな自然環境を構成し，子どもたちが四季折々の季節を感じ，動植物との触れ合い

を通して豊かな心が育まれる環境を目指している。

子どもたちの実態と して，素直で明るく，自由にのびのびと意欲的に活動する子が

多く，圏内に広がる様々な自然への関心も高い。また，異年齢の交流も多く，年長児

が園のリーダーとして活躍する姿が多く見られる。

本国の子どもたちの家庭状況を見てみると，子どもたちは広範囲の地域から通園し

ており，その多くが核家族である。これまでに実施したアンケート調査から，自分た

ちの住んでいる地域とのかかわりが薄く ，地域の活動に参加したことがある子どもが

少ないことや近所で一緒に遊ぶ同世代の友だちが少ないことなどが分かった。子ども

たちは都市部に住んでいることもあり，豊かな自然環境に乏しく，諸感覚を通した直

接的な自然との触れ合いが少ない状況にあると言える。

これらの実態を踏まえ， 家庭や地域と連携しながら，子どもたちが，人やもの，自

然と積極的にかかわりながら遊びを展開し，様々な経験をもつことができる保育を構

想していくことが大切である。人やもの 自然との直接的なかかわりによ って子ども

たちは，自分を表現すること，つまり自分らしさを発揮することができるようになる

と考える。

よって， r他とよりよくかかわることを通して自分らしさを発揮できる子どもの育
成」のテーマを掲げ，研究を進めることにした。
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( 2 ) 研究テーマについて

子どもたちは，常に自分以外の様々な「他jとかかわり合って生活している。本園

では様々な「他Jを「人JrものJr自然」の 3分野に分けて研究を進めてきた。

(ア)r人Jとは
子どもたちは，初めての集団生活である幼稚園で友だちゃ保育者に出会う。入園し

たばかりの頃は期待感と不安感でいっぱいだった子どもたちも，保育者との信頼関係

を土台にしながら自分の好きな遊びに没頭するようになる。そして，気の合う友だち

ゃ好きな遊ぴが一緒の友だちとのかかわりを楽しむようになり，同じクラスや異年齢

の友だちへとかかわりを広げ， 一緒に活動し，協力する面白さを感じるようになる。

「人jとのかかわりは，子どもたちの成長にとって欠かせないものであることを踏

まえ，本研究では特に幼稚園の中での友だちゃ保育者などの「人jとのかかわりを中

心に研究を進めていった。(平成 19年度 l年次研究)
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(イ)rものJとは 一一-
保育者が教育的価値を含ませながら，子どもたち自らが興味・関心をも って活

動に取り組むことができるように 意図的・計画的に構成された遊具や用具，人

工的な素材と捉え，研究を進めていった。(平成 20年度 2年次研究)

(ウ)r自然Jとは
本園では，春には園庭のシロツメクサが白い花を咲かせ，園庭全体が白い械訟

のようになり，子どもたちはそのシロツメクサを摘んで花束をつくり，友だちゃ

保育者にプレゼントしたり，ごっこ遊びに使ったりする姿が見られる。夏になる

と，草が生い茂り，バ ッタやトンボなどの虫たちに出合うことができる。その虫

たちを追いかけて捕まえては，その体のっくりの不思議さをじ っくり と眺める子

どもたち。秋の紅葉や落葉，冬の霜柱や水たまりの氷など，四季折々の自然事象

の中で， 子 どもたちは自然と季節に合わせた生活を送っている。

身の回りの様々な動植物や自然物，自然事象を「自然Jと捉え， r自然jとのか
かわりについて研究を進めていく 。(本年度 3年次研究)
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私たちは日々， r他J(人 ・もの・ 自然)とかかわりながら生活している。 「他とかか
わるJということは生活していく上でごく自然に起こる当たり前の姿である。友だち
とけんかをして仲直りをしたり，保育者と積み木遊びをしたり，園庭で花を摘んで首

飾りをつくったりすることなどが「他jとかかわるということである。では， rよりよ
くかかわる」とはどのようなかかわりなのか，全体構造図に合わせて説明したい。

全体構造図は， r人JrものJr自然Jとかかわる自分の姿を表している。私たちは生
まれながらにして，自分以外の「他j とかかわって生活しており，成長とともに，周

りの様々な環境に気付き，そしてその環境に働きかけていく。「人JrものJr自然」と
のかかわりは，成長とともに広がっていき，私たちは「他jとのかかわりの中で試行

錯誤したり，達成感を味わったり，時にはうまくいかないことで葛藤を味わったりす

る。かかわりの中でこのような体験をするとき，私たちは「他j とよりよくかかわっ

ていると捉えている。年齢ごとに自分らしさを発揮する姿を図 (P4~6) で表し，

よりよいかかわりの中で育まれる体験について，楕円で囲んで表した。

次に「自分らしさ」の捉え方について説明していく。私たちは「自分らしさJを，
生まれながらに誰もがもっているものであり，子どもたちを取り巻く「他Jとのかか
わりの中で初めて発揮できるものであると考える。子どもたちの「自分らしさJとは，
かかわりの中で「今表出している姿」と，その子の内にあり時間をかけてゆっくり表

出してくる「新しい姿」である。この自分らしさは， r他」とのよりよいかかわりを通
して発揮する幅が広がっていくと私たちは捉えている。

全 体構造図

よりよく力、力、わること

によって自分らしきを

発揮する幅が広がる。

自然

誕生

もの

円。



体を動かす楽しさ

【年少児の姿]

保育者や友だちに

しみ，好きな遊びを楽

しむ。

O 自分の思いを素直に h

す。

O 集団生活での生活の仕

方を知る。

{もの〕

議々 、な素材と掛合う措

O 遊具やF護主患の使い方を知るa

( 試行錯誤 ) 

身遂にある薬殺を蓄をつて詣分砂好~.孝弘戸

寄っ〈る。 旬

、つくったもの金緩やて議室ぷ韓

O 身め艶母の盤寝饗毒震や菌、分の務持識の始a

の枚方を楽器札随分でしょうとする掛
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O 
O 
ら選11を進める。

【年中児の姿】

。予年少潟，犠議議と親しみの気持ち惑とも

って…緒に遊ぶ。

O 自分の窓いを嘗灘や畿懇で友だちゃ様

脊者拡鍛える脅

触れ合う。 対

心とかかわる楽し~

【達成感)

(葛藤)

(満足感】

体を動かす楽しき

友だちと一緒にいろいろ

遊びを楽しむ。

O 思ったこと感じたことを

のびのびと表現する。

o 幾巣や用兵の使い方を知り，自分なりに遊
ZFに繰り入れる。

O 身近にある素材を使qて，自分のイメージ

しおものを勺<~玲

O つくったものを使って瀧ぷs
O 身の回りの整理整頓や自分の所持品の始末
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{年長児の姿】

〔人〕

O 友だちと共通の目的をもって遊ぶ。

O 役認や遊びの進め方を話し合う。

，0 年少潟，年中児と親しみの気持ちをも

で一績に進んだり，世識をしたりする申

O 自分の気持ちを伝えたり，友だちめ思

に気付いたりする。

O 当番活動をする。。地域の人や農属国の
人と触れ合う o

，0 鶴係絡機関の人

触れ合う。

{自然〕

O 生き物や植物に興味をもってかかわる。

O 一人一鉢や野菜の世話Jを進んでする。

O 主主義物や種物の成長め様子に気持札輿

維をもっiてかかわる。

O 号室の議議i.や寄生掘りを体験し，成長の様

O 米っく母体験をする。

挙費告の移号変わ与を

(充実感)(=f51Jti) 
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O 草花や本の

を遊びに取り，

れる。

試行錯誤 》

体を動かす楽しさ

〔もの〕

O 灘共.J義具母様。て;自妻子脅り起こE去して

遊ぶ。

O 身近にある素材を使って.f気分のイメ← J

，， 'こ合ったものをつ〈る。

O つ《ったものを使っ，て遊ぶo>， 

O 身の溜り4づ接連整額を進んでした努，み

なで競うものを!大事に嫌。たりする。
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2 これまでの研究の成果と課題

1年次の「人」とのかかわり 2年次の「ものjとのかかわりに着目した研究を通し

て， r保育者としての援助の在り方J，r環境構成の工夫 ・改善jの面から成果と課題を
まとめた。

( 1) r人Jとのかかわりから(1年次)
(ア)保育者としての援助の在り方

〈 成果 〉

O 自分らしさを発揮する子どもの姿を年齢ごとに分析したことで，子どもの
発達の過程に合わせて保育者としてどのように援助の工夫をしていけばよ

いのかを見直すことができた。

O 子どもたちがかかわっている 「人」を意識して保育に当たるうちに，保育
の中での子どもたちへの言葉掛けを意識する大切さを実感することができた。

O 子どもたちが自分らしさを発揮できるようになるために，保育者として「見
守るJr待つJr直接かかわる」などの見極めの大切さを再認識することがで
き，年齢ごとに援助のポイントをまとめることができた。(1年次研究誌

P50， 52， 54) 

O 自分らしさを発揮できるようになるには 新しいものや人と出会う 喜びは
もちろんのこと，試行錯誤や葛藤などの心地よい負荷を保育者として与える

ことも必要であることが分かった。

〈 課題 〉

O 今後も継続的に 「人JrものJr自然Jとのかかわりをさらに分析し，様々
な場面における具体的な保育者の援助の在り方や環境構成の工夫についてま

とめていきたい。

O 子どもたちが自分らしさを発揮する姿が 小学校生活へも つながっていけ
るように，子どもの発達や学びの連続性を意識 した教育課程・指導計画づく

りに努めたい。

(イ)環境構成の工夫・改善から

〈 成果 〉

O 各年齢の目指す姿に合わせて， r人とのかかわり jの視点から子どもの
発達に合わせた環境構成について見直すことができた。

〈 課題 〉

O 引き続き記録の蓄積に努め，記録をも とに環境構成を工夫・改善 し，教
育課程・指導計画作成に生かしていきたい。
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( 2) rもの」とのかかわ りから(2年次)

〈 成果 〉

O 実態調査を 2回実施することによって，幼稚園での生活が家庭での生活へと影響
し， IものJとのかかわりも充実してくることが明らかになり，環境構成をする際も
家庭とのつながりを意識して行うように努めることができた。(園生活でしか味わえ

ない「もの」とのかかわりはもちろん 家庭でも扱える身近な素材とのかかわりを

計画するなど)

o Iもの」とのかかわりを追究するうちに，現在見られる遊びの中で，子どもたち
が体験していることを明らかにすることができ，今後どのような姿へとつながって

いくのかを意識する大切さを改めて実感できた。

o Iもの」を分析していくことで その「もの」の新たなよさに気付き，保育に生
かすことができた。

O 子どもが「もの」とかかわる姿を 3段階で表し，事例を分析していく 中で，各段
階で大切に したいことを次の ようにまとめることができた。

① 新しい「ものJと出合い，初めてかかわる姿
<保育者の援助の在り方>

O 子どもたちと共に遊びを楽しむ。
O 一人一人の発見に共感する。
O 一人一人の気付きが周りへも広がるような言葉掛けをする。
O これまでの経験を大切にする。
<環境構成の工夫 ・改善>

O 時期，子どもの実態に合った 「もの」を精選する。
O 子どもたちが興味や関心 「やってみたいJと意欲をも っている 「もの」
との出合いを計画する。

O 充実感や満足感，達成感を感じられるような 「ものjを提案する。

② 「もの」を遊びに取り入れながら，その特性に気付いていく姿

<保育者の援助の在り方>

O 一人一人の気持ちに共感する。
O 見守る，仲間に入るなどのタイミングを見極め，必要に応じて援助する。
O 子どもたちと共に遊びを楽しむ。
<環境構成の工夫・改善>

O 子どもたちがイメ ージするものに近付いていけるような「ものjを設置
する。

O 繰り返したり，何度も挑戦 したりできるような「もの」を設置する。
O 心地よい負荷を感じられるような 「ものJを提案する。

③ これまでの経験をもとに， rものJの特性を生かして工夫して遊ぶ姿
<保育者の援助の在り方>

O 見守ったり， 仲間にな ったりして遊びを楽しむ。
O 一人一人の気持ちに共感する。
O イメージや遊びが広がるような援助をする。(言葉掛けを工夫するなど)
<環境構成の工夫 ・改善>

O 子どもたちが様々な遊びを展開できるように これまでかかわってきた
「ものjを設置する。

O 子どもたちと一緒に考えながら，必要な 「もの」を設置する。
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O 各年齢の姿を整理する中で，年少児，年中児，年長児の姿が変容していく過程が
見えてきて，それぞれの年齢の特徴をまとめることができた。(2年次研究誌 P63，

65， 67) 

O 子どもたちが自分らしさを発揮するための「保育者としての援助の在り方J，I環
境構成の工夫・改善」についてのポイントを年齢ごとにまとめることができた。

( 2年次研究誌 P64， 66， 68) 

〈 課題 〉

o Iもの」の教材研究を大切にし，子どもたちと出合わせ，かかわらせたい「ものJ
を今後も探っていきたい。

O 来年度は「自然Jを中心に研究を進めながら，今後も「人JIものJとのかかわり
を継続的に分析し，様々な場面における具体的な保育者の援助の在り方や環境構成

の工夫について追究していきたい。

o 2年次研究誌参考資料 (P76) で見られた「地域活動への参加が少ない」という
実態に，今後どのように働きかけていくかについて模索していきたい。

O 子どもたちが自分らしさを発揮する姿が，小学校生活へもつながっていけるよう
に，子どもの発達や学びの連続性を意識した教育課程・指導計画づくりに努めたい。

2年間の研究を通して，子どもたちが「他Jとかかわる姿を追究する中で，改めて「人」
「もの」とのかかわりの大切さを実感し，かかわりを通して子どもたちが自分らしさを発

揮している姿をまとめることができた。

3年次となる本年度は 1，2年次の研究の成果と課題を踏まえ， I他」とのかかわりを
通して自分らしさを発揮できる子どもたちの姿を意識しながら，教育課程・指導計画づく

りにも取り組んでいく 。

E 研究の方向

幼児期に必要な直接的なかかわりが少ないと 言われている現代，幼稚園教育の充実

を図るためにも私たちは子どもたちの主体的な活動としての遊びを十分に確保し，多

くのかかわりを通して，直接的な体験の機会を十分に確保できる保育を実践していか

なければな らない。

昨年度までの「人J， IものJとのかかわりの研究の成果と課題を踏まえながら，本
年度は「自然Jに着目し， I自然Jとのかかわりの中で，保育者としてどのような援助
をしていくのか，環境構成をどのように工夫・改善 していくのかを探ってい くことと

する。
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1 研究計画

年次 研 qプhし 内 n廿... 

< 1年次> O 研究ァーマについての分析
O 年齢別の自分らしさを発揮する過程や姿をまとめる。

「人Jとのかか O 人とのかかわりから自分らしさを発揮する子どもの姿を探
わりを中心に る。

保育者としての援助の在り方

環境構成の工夫・改善

<2年次> O 「ものJとのかかわりから自分らしさを発揮する子どもの
姿を探る。

「もの」とのか O 遊びの広がりを促す 「ものjの教材研究を深める。
かわりを中心に 保育者としての援助の在り方

環境構成の工夫 ・改善

<3年次> O 「自然Jとのかかわ りを通して自分ら しさを発揮する子ど
もの姿を探る。

「自然jとのか 保育者としての援助の在り方
かわりを中心に 環境構成の工夫 ・改善

O 研究の成果，課題を踏まえた教育課程 ・指導計画の作成

2 研究の方法

私たちは，本研究テーマのもと研究を深めるために，次のような方法で研究を進める。

[g保知山援助の在 り方 ) 
O 環境構成の工夫・ 改善 | 

i 
( 1 )実態調査の実施

現在の「自然」とのかかわりの実態，保護者の「自然jの大切さについての認

識を調査する。

( 2 )研究保育・保育研究の実施

「他Jとかかわる子どもの姿， 保育者の援助の在り方，環境構成の工夫・改善
について検討する。

※ 初夏(梅雨時期)と晩秋 (1 2月初旬)に 3クラス連続で実施し， I自然」
とのかかわ り方の発達の連続性を探る。

( 3 )事例研究

「自然」とかかわる子どもの姿をまとめ，そこに保育者としてどのような援助

を大切に したか，どの ような環境を工夫したかを検討し 期ごとに事例から見え

てきた 「保育者の援助の在り方JI環境構成の工夫・改善Jについてまとめる。
併せて，期ごとに，圏内のどこで どのようなかかわ りをしていたのかを， 写真

を使ってまとめる。

( 4 )抽出児の継続的記録

「自然jに限らず， I他」 とのかかわりの中でどのように変容したかを追跡調
査する。(1 ~ 3年間の継続的記録)

( 5 )教育課程研究

研究の成果，課題を踏まえた教育課程 ・指導計画を作成する。
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